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みらい戦略一括交付金　　プロジェクト自己評価調書（平成２５年度分）

団体名：八幡市

プロジェクト名 だれもが明るく元気に暮らせるまちづくりプロジェクト 実施期間 平成25年度 少子・高齢化 新規・継続の区分

地域における現状、課題及び住民ニーズ

・本市の国民健康保険の決算は、被保険者世帯の所得の低下により、平成16年度から繰上充用が続いている。25年度は、急激な高齢化による介護及び
後期高齢者関連経費の増に対応するため、保険料を引き上げざるをえなかった。
・社会環境やライフスタイルの変化による生活習慣病や高齢化に伴い、市民の健康に対する関心が高まっている。
・肺炎は日本人の死亡原因で４番目に多く、特に85～89歳では２番目、90歳以上では最多となる。

プロジェクトの目的及び概要

・国民健康保険被保険者の生活を安定させる激変緩和措置を講じ、かつ、持続的な保険安定経営に資するために、保険料の値上げ幅を段階的とする臨
時繰出を１億円実施することとしている。
・高齢者肺炎球菌ワクチン接種助成事業により、高齢者が元気に暮らせるまちづくりに寄与する。
・国の施策で増えた予防接種項目に対応するため、健康管理システムを再構築する。

総事業費（千円） 124,041 本年度事業費（千円） 124,041 交付金額（千円） 4,370

プロジェクトを構成する事業の平成２５年度事業実績（出来高数値等）

事業名 事業概要 主な実績（出来高数値等）

市町村
実施事業

国民健康保険料激変緩和措置
国民健康保険財政安定化のため、25年度保険料の引き上げを
行うにあたり、被保険者の急激な負担を抑えることを目的に
臨時の繰出を行う。

国民健康保険特別会計へ繰出

介護保険事業計画等策定
高齢者健康福祉計画及び介護保険事業計画策定。
計画期間：27年度～29年度

介護保険事業計画等策定委員会委員15人
介護保険事業計画等策定（計画期間　27年度～29年度）

健康管理システム整備
23・24年度新規施策の４ワクチン(子宮頸がん、ヒブ、小
児・高齢者肺炎球菌）等に対応したシステムを構築

健康管理システム構築

高齢者肺炎球菌ワクチン接種助成事業
高齢者の健康増進を図るため、70歳以上の方に上限４千円ま
で助成。市独自政策。

助成件数　771件

成
果
指
標
①

成果指標の目標数値 健康管理システム整備
成果指標の実績値

（26年４月１日時点）
住民基本台帳と連動したシステムを整備

成果指標の達成状況 23・24年度新規施策の４ワクチン(子宮頸がん、ヒブ、小児・高齢者肺炎球菌）等に対応したシステムを構築できた。

成果指標の実績値が更新できない場合
は、その理由及び更新時期

本年度の事業実績が
成果指標の達成に与え
た効果

※未達成の場合も効果
　を記載すること

市民のワクチン接種をシステム管理することで、未接種や接種の重複を防ぎ、市民の健康管理に寄与する。

※未達成の場合は、成果指標の達成に向けた今後の対応方策についても記載すること。
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（記載要領）

１　プロジェクトごとに本様式を作成し、評価すること。

２　記載欄が不足する場合は、適宜追加すること。

３　事業種別については、交付対象事業又は関連事業の別を記載すること。

４　成果指標の達成状況は、目標数値を上回ったときは◎、目標数値の近似値であるときは○、目標数値を下回ったときは△、判断できないときは―を記載すること。

国民健康保険料の引き上げを行うにあたり、被保険者の急激な負担を抑える。

本プロジェクトに
対する自己評価

府と市町村等との連携に資する成果
だれもが明るく元気に暮らし、社会的に孤立することなく、住み慣れた地域で安心して生活が実現できるために、健康づ
くり推進事業を府市協調して今後も進めていく。

住民の自治意識を高める成果 高齢者の健康増進を図り、高齢者が元気に暮らせるまちづくりに寄与する。

その他の成果


